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長
瀞
ラ
イ
ン
下
り
（
埼
玉
県
長
瀞
町
）

荒川の流れを下っていくのは、船
頭が一本の竿を巧みに操る和船。
長瀞渓谷を行く船旅の途上では、
長瀞の中心地「岩畳」、その対岸
の「秩父赤壁」に、虎のような縞
模様の「虎岩」と、自然が生んだ
奇勝奇岩が続く。秋には船上から
両岸の木々の紅葉を観賞できる。

放
送
で
長
年
「
古
典
」
を
原
文
で
朗
読
し
続
け

て
い
る
。『
万
葉
集
』『
源
氏
物
語
』『
枕
草
子
』『
更

級
日
記
』『
平
家
物
語
』『
徒
然
草
』
等
々
。
古
典

だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な
読
み
方
で
は
な
く
、
ご

く
自
然
に
普
通
に
声
に
出
し
て
み
る
と
、
日
本
語

の
豊
か
な
響
き
が
そ
の
ま
ま
伝
わ
り
、
更
に
内
容

も
解
り
や
す
く
な
る
。

放
送
以
外
で
も
、
様
々
な
折
に
、
古
典
を
語
り
、

古
典
を
朗
読
し
て
い
る
が
、「
古
典
は
難
し
い
」

と
言
い
な
が
ら
、
多
く
の
人
が
、
古
典
の
響
き
や

古
典
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
改
め
て
乗
り
出
し
、
耳
を

傾
け
る
姿
に
い
つ
も
気
づ
か
さ
れ
る
。

例
え
ば
吉
田
兼
好
の
『
徒
然
草
』
は
…
忙
し
く

走
り
続
け
る
世
の
中
に
こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届

け
て
く
れ
る
。

「
よ
ろ
ず
の
こ
と
は
頼
む
べ
か
ら
ず
」
…
と
い

う
二
百
十
一
段
「
…
時
の
権
勢
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
も
、
当
て
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
強
力
な

も
の
は
す
ぐ
滅
び
る
。
財
産
が
多
い
と
い
っ
て
も

当
て
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
や
す
く
た
ち
ま
ち

失
っ
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
人
の
好
意
も
頼
っ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
心
は
必
ず
変
わ
る
…（
略
）

何
事
も
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
、
上
手
く
い
っ
た
と

き
は
喜
び
、
そ
う
で
な
い
と
き
も
恨
む
こ
と
は
な

い
。
更
に
、
前
後
、
左
右
に
余
裕
を
持
つ
こ
と
。

狭
い
と
身
が
砕
け
潰
れ
て
し
ま
う
。
心
も
ゆ
と
り

が
な
い
と
、
他
と
争
っ
た
り
し
て
自
分
を
損
な
っ

て
し
ま
う
。
ゆ
る
や
か
に
し
て
、
や
わ
ら
か
で
い

れ
ば
、
す
こ
し
も
傷
つ
い
て
失
う
こ
と
は
な
い
の

で
あ
る
」…「（
原
文
）
ゆ
る
く
し
て
や
は
ら
か
な

る
と
き
は
一
毛
も
損
ぜ
ず
」
と
。

鎌
倉
幕
府
が
崩
壊
し
、
南
北
朝
の
動
乱
が
始
ま

る
こ
ろ
書
か
れ
た
と
言
わ
れ
る
『
徒
然
草
』
だ
が
…

今
の
時
代
に
重
な
る
こ
と
が
あ
ま
り
に
も
多
い
。

何
事
も
頼
れ
な
い
不
確
実
な
時
代
の
中
で
、
何

が
大
事
か
…「
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、
柔
ら
か
な

心
で
い
る
こ
と
」…
そ
れ
が
何
よ
り
の
生
き
方
の

鍵
で
は
な
い
か
…
と
投
げ
か
け
て
く
る
。

見
え
な
い
、分
か
ら
な
い
情
勢
…
だ
か
ら
こ
そ
、

ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
世
の
中
を
見
据
え
、
考
え
て

み
る
。
忙
し
い
か
ら
こ
そ
、
ゆ
と
り
が
大
事
で
は

な
い
か
…
吉
田
兼
好
は
さ
り
げ
な
く
伝
え
て
く
れ

る
。『
徒
然
草
』
全
2
4
0
段
、
ど
の
段
に
も
生

き
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
溢
れ
て
い
る
。
古
典
は
い

つ
も
新
し
い
。
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地
域
や
住
民
の
多
様
性
を
活
か
し
た
安
全
・
安
心
の
地
域
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市
男
女
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参
画
セ
ン
タ
ー
名
誉
館
長

Ｎ
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Ｋ
番
組
キ
ャ
ス
タ
ー

か

が

み

さ
ち

こ
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活 動

　

与
党
税
制
協
議
会
・
軽
減
税
率
制
度
調
査
委
員
会
（
座
長　

野
田
毅
・
自
由

民
主
党
税
制
調
査
会
長
）
は
10
月
30
日
、
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
関
係
団
体

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
本
会
か
ら
は
白
石
会
長
代
行
副
会
長
（
愛
媛
県
町
村
会

長
・
松
前
町
長
）
が
出
席
し
た
。

　

白
石
副
会
長
は
、「
社
会
保
障
・
税
一

体
改
革
」
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
消
費
税

率
引
上
げ
に
よ
る
財
源
を
、
今
後
増
大
す

る
こ
と
が
避
け
ら
れ
な
い
社
会
保
障
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
充
て
、
国
民
・
住
民
に
還

元
す
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
べ
き
と
し
た

上
で
、「
軽
減
税
率
制
度
」
は
、
①
適
用

対
象
を
合
理
的
に
設
定
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
こ
と
、
②
一
定
の
線
引
き
が
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
特
定
の
分
野
、
産

業
に
恩
恵
を
与
え
る
こ
と
と
な
り
、
社
会

的
不
公
平
感
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
、
③
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
税
収

が
目
減
り
す
る
こ
と
、
④
イ
ン
ボ
イ
ス
方

式
の
導
入
に
伴
い
、
事
業
者
に
事
務
負
担

と
混
乱
が
発
生
す
る
こ
と
、
⑤
可
処
分
所

得
が
多
い
高
額
所
得
者
ほ
ど
大
き
な
負
担

軽
減
と
な
る
こ
と

－

を
指
摘
、
住
民
に
対

し
持
続
的
な
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
責
務
を
負
う
町
村
長
の
立
場
か
ら
、

軽
減
税
率
制
度
の
導
入
は
極
力
避
け
、
仮

に
逆
進
性
対
策
、
低
所
得
者
対
策
が
必
要

な
ら
ば
、
歳
出
面
で
、
簡
素
な
給
付
措
置

の
実
施
な
ど
、
真
に
支
援
が
必
要
な
方
に

限
定
し
て
行
う
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
発

言
し
た
。
併
せ
て
、「
簡
素
な
給
付
措
置
」

の
円
滑
な
実
施
に
出
来
る
限
り
協
力
し
て

い
き
た
い
と
し
た
上
で
、
制
度
設
計
に
当

た
っ
て
は
、
市
町
村
の
意
見
を
十
分
踏
ま

え
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

な
お
、
同
日
に
開
催
さ
れ
た
民
主
党
・

総
務
部
門
会
議
に
お
け
る
税
制
改
正
要
望

等
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
も
白
石
副
会
長
が
出

席
、
①
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
の

堅
持
②
車
体
課
税
の
見
直
し
③
地
球
温
暖

化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源
確
保
④
地

方
交
付
税
の
総
額
の
確
保
⑤
ゴ
ル
フ
場
利

用
税
の
堅
持
に
つ
い
て
、
そ
の
実
現
方
を

要
請
し
た
。

▲民主党総務部門会議（右が白石副会長）

▲本会から出席した白石副会長

▲ヒアリング冒頭に挨拶を行う野田座長（右から3人目）
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与
党
税
制
協
議
会
・
軽
減
税
率
制
度
調
査
委
員
会
に

白
石
副
会
長
が
出
席  

　
　

－ 
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
要
請 

－
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政 策

こ
れ
ま
で
に
な
い
厳
し
い
社
会
情
勢

　

今
、
な
ぜ
〝
若
者
〞
な
の
か
。
平
成
以

降
、
日
本
は
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
行

し
、
経
済
情
勢
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
、

世
界
経
済
に
お
け
る
日
本
の
地
位
は
低
下

す
る
等
、社
会
は
急
激
に
変
化
し
て
い
る
。

平
成
生
ま
れ
の
若
者
が
社
会
人
と
な
っ
て

活
躍
す
る
こ
の
時
代
に
、
若
者
の
意
識
も

ま
た
変
化
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
い
う

問
題
意
識
か
ら
、「
若
者
の
意
識
を
探
る
」

こ
と
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
て
い
る
。

　

白
書
で
は
、
ま
ず
社
会
状
況
の
変
化
を

分
析
し
て
い
る
。

　

日
本
の
総
人
口
は
、
明
治
維
新
以
降
、

近
年
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
増
加
し
て
い

た
が
、
平
成
17
年
に
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

に
な
り
、
以
降
、
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
つ
ま
り
現
在
の
若
者
は
、
こ
れ
ま
で

誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
人
口

減
少
社
会
の
入
口
に
立
っ
て
い
る
と
言
え

る
。
生
産
年
齢
人
口
は
高
齢
化
し
、
年
少

人
口
は
減
少
。
今
後
、
生
産
年
齢
人
口
は

減
り
、社
会
保
障
の
支
え
手
も
減
少
す
る
。

　

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
現
在
ま
で
の
経

済
雇
用
情
勢
に
つ
い
て
見
る
と
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
、日
本
経
済
は
「
失
わ
れ
た
20
年
」

と
呼
ば
れ
長
期
に
わ
た
り
低
迷
し
て
い

る
。
実
質
経
済
成
長
率
は
、
1
9
9
0
年

代
は
年
率
1
・
5
％
、
2
0
0
0
年
代
は

0
・
6
％
と
低
い
。
本
白
書
で
対
象
と
す

る
現
在
の
若
者
（
15
〜
39
歳
）
は
、
そ
の

幅
が
広
い
た
め
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
就

職
す
る
時
期
や
学
生
時
代
等
に
お
い
て

　

厚
生
労
働
省
は
9
月
10
日
、「
平
成
25
年
版
厚
生
労
働
白
書
」
を
公
表
し
た
。

白
書
は
二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て
執
筆
さ

れ
て
い
る
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
若
者
の
意
識
を
探
る
」。「
若
者
」
を
取
り
上

げ
る
の
は
、
昭
和
31
年
の
「
厚
生
白
書
」
発
刊
か
ら
数
え
て
56
冊
目
と
な
る
歴

史
の
中
で
初
の
試
み
。
社
会
的
変
化
を
踏
ま
え
、
若
者
の
将
来
、
さ
ら
に
は
日

本
の
将
来
を
考
察
す
る
一
助
と
な
る
よ
う
、
15
〜
39
歳
を
対
象
に
意
識
や
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
分
析
し
て
い
る
。
第
二
部
は
「
現
下
の
政
策
課
題

へ
の
対
応
」
と
題
し
、
子
育
て
、
雇
用
、
医
療
・
介
護
、
年
金
等
、
厚
生
労
働

行
政
の
各
分
野
に
お
け
る
昨
今
の
施
策
の
動
き
を
ま
と
め
て
い
る
。

「
失
わ
れ
た
20
年
」
の
影
響
を
強
く
受
け

て
成
長
し
た
層
と
言
え
る
。
雇
用
情
勢
も

厳
し
く
、
完
全
失
業
率
、
長
期
失
業
者
数
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
数
は
増
加
。
特
に
非

正
規
雇
用
が
よ
り
若
い
世
代
に
お
い
て
特

に
拡
大
し
て
お
り
、
所
得
格
差
の
拡
大
や

生
活
不
安
の
増
大
の
一
因
と
な
っ
て
い

る
。

　

世
界
経
済
に
占
め
る
名
目
G
D
P
は
ア

ジ
ア
諸
国
等
、新
興
国
が
シ
ェ
ア
を
拡
大
。

日
本
の
シ
ェ
ア
は
低
下
し
て
い
る
が
、
日

本
企
業
の
海
外
生
産
比
率
は
上
昇
し
て
お

り
、
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
、
市
場
競
争
の

激
化
に
よ
り
、
企
業
活
動
は
海
外
へ
広

が
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
若
者
を
取
り
巻
く
社
会
の
変
化

に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
高
学
歴
化
や
情
報

通
信
技
術
の
進
展
に
も
着
目
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
大
学
進
学
率
は
上
昇

し
、
男
女
と
も
約
半
数
が
大
学
に
進
学
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
モ
バ
イ
ル
端

末
の
普
及
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
化
が
進
展
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
情
報
源
、
情
報
収
集
方
法
が
変

化
し
た
。
白
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化

が
晩
婚
化
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
変
化
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
し

て
い
る
。
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日本経済の再生は若者支援から

政策解説

－平成25年版　厚生労働白書－
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政 策

社
会
情
勢
の
変
化
・
多
様
化
で
　
　

ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
変
化

　

こ
の
厳
し
い
時
代
を
生
き
る
若
者
は
、

現
状
を
悲
観
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
そ

う
で
は
な
い
。
厚
生
労
働
省
が
平
成
25
年

に
実
施
し
た
「
若
者
の
意
識
に
関
す
る
調

査
」
に
よ
る
と
、
15
〜
39
歳
の
8
・
9
％

が
現
在
の
生
活
に
「
満
足
し
て
い
る
」、

54
・
4
％
が
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足

し
て
い
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
合
わ
せ

て
約
6
割
の
若
者
が
、
現
在
の
生
活
に
対

し
て
満
足
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
精

神
的
な
充
実
に
よ
る
と
答
え
た
人
（
82
・

6
％
）
が
、
経
済
的
豊
か
さ
に
よ
る
と
答

え
た
人
（
5
・
7
％
）
を
大
き
く
上
回
り
、

趣
味
や
仕
事
よ
り
も
身
近
な
人
と
の
付
き

合
い
が
、
現
在
の
若
者
に
お
け
る
満
足
感

の
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
一
方
、
日
本
の
未
来
に
は
半
数
近

く
が
不
安
を
感
じ
て
い
る
と
回
答
し
、
そ

の
理
由
に
、
厳
し
い
財
政
状
況
、
社
会
保

障
の
負
担
増
、
少
子
化
等
に
よ
る
経
済
停

滞
と
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
日
本
の
未
来
に
は
貢
献
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
社
会
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
を
し
た
い
と
思
う
か
と
の
問
い
に

は
、「
そ
う
思
う
」
が
20
・
8
％
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う
」
が
59
・
2
％

で
あ
り
、
約
8
割
の
若
者
が
社
会
貢
献
に

対
し
て
前
向
き
で
あ
る
。

　

結
婚
に
関
す
る
意
識
に
つ
い
て
は
、
大

学
進
学
率
の
上
昇
、
独
身
者
の
意
識
変
化

等
を
背
景
に
、
晩
婚
化
及
び
晩
産
化
が
進

行
し
て
い
る
。
男
女
と
も
未
婚
率
は
上
昇

し
、
特
に
女
性
は
、
30
年
前
に
は
盛
ん
に

子
ど
も
を
産
ん
で
い
た
25
〜
30
歳
で
、
3

割
以
上
の
既
婚
者
が
減
っ
て
い
る
。「
す

る
の
が
当
た
り
前
」
か
ら
「
選
択
肢
の
一

つ
」
と
な
っ
た
結
婚
。
国
立
社
会
保
障
・

人
口
問
題
研
究
所
が
行
っ
て
い
る
「
出
生

動
向
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、「
い
ず
れ

は
結
婚
し
よ
う
と
考
え
る
未
婚
者
の
割

合
」
は
9
割
弱
と
高
い
が
、
夫
婦
の
働
き

方
、
子
ど
も
の
数
等
、
多
様
な
選
択
肢
の

中
か
ら
、
自
力
で
結
婚
相
手
を
見
つ
け
る

の
は
難
し
く
、
結
婚
の
実
現
に
向
け
て
、

誰
か
に
背
中
を
押
し
て
ほ
し
い
と
い
う
若

者
の
潜
在
的
な
期
待
が
婚
活
イ
ベ
ン
ト
等

の
広
が
り
の
背
景
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

結
婚
へ
の
障
害
と
し
て
は
、
収
入
面
の
要

因
も
大
き
く
、
若
年
層
の
収
入
増
加
も
大

切
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

■参考
　
平均初婚年齢・母親平均出生時年齢推移

20

22

24

26

28

30

32

34
（歳）

25.9
27.2 26.9 27.8 28.4 28.8

30.8

23.0
24.4 24.2 25.2 25.9 27.0

29.2
24.4

25.4 25.6
26.4

27.0
28.0

30.3

26.7
27.8 28.3 28.7

29.5
30.4

32.1

29.4 29.9
30.6 30.6

31.8 32.3 33.3

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2012 （年）

夫の平均初婚年齢 妻の平均初婚年齢 第1子出生時の
母の平均年齢

第2子出生時の
母の平均年齢

第3子出生時の
母の平均年齢

資料：厚生労働省大臣官房統計情報部「人口動態統計」より厚生労働省政策統括官付政策評価官室作成
（注） 2012年の数値は概数である。
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◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou
@zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。
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政 策

次
に
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
や
子
育
て
に
関

す
る
意
識
に
つ
い
て
、
出
生
数
の
減
少
の

要
因
は
、
親
世
代
の
人
口
規
模
の
減
少
や

未
婚
率
の
上
昇
等
と
と
も
に
、
夫
婦
の
出

生
力
の
低
下
が
影
響
し
て
い
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
子
ど
も
は
「
生
き
が
い
、
希

望
」
で
、
ほ
し
い
子
ど
も
の
人
数
は
2
〜

3
人
が
9
割
弱
を
占
め
て
い
る
が
、
約
3

割
が
実
現
で
き
な
い
で
い
る
の
が
現
状

だ
。
理
想
の
子
ど
も
数
実
現
へ
の
課
題
に

つ
い
て
、
経
済
的
な
理
由
に
つ
い
て
は
、

非
正
規
雇
用
労
働
者
の
増
加
で
子
育
て
世

代
の
収
入
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
何
ら
か
の
手
段

に
よ
っ
て
、
世
帯
と
し
て
の
収
入
の
増
加

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
る

と
言
え
る
。
ま
た
、
年
齢
・
身
体
的
な
理

由
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る

知
識
を
持
ち
、
自
分
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
行
政
側

の
情
報
発
信
も
必
要
と
し
て
お
り
、
男
性

の
育
児
参
加
、
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

等
も
含
め
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
問
題

は
、
地
域
社
会
全
体
で
取
り
組
み
、
支
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

　

就
職
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
企

業
と
学
生
と
の
間
の
企
業
規
模
や
求
め
る

能
力
に
つ
い
て
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
、
未
就
職

者
の
存
在
、
不
本
意
な
非
正
規
雇
用
の
労

働
者
比
率
の
増
加
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ

て
い
る
。
今
後
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
、「
就
職
を
あ
き
ら
め
さ
せ
な
い
」
た

め
の
支
援
、
非
正
規
雇
用
者
の
正
規
雇
用

化
や
能
力
開
発
機
会
の
確
保
等
が
特
に
重

要
と
し
て
お
り
、
我
が
国
の
経
済
社
会
の

活
力
を
維
持
し
、
若
者
が
希
望
を
持
っ
て

働
き
続
け
る
た
め
の
環
境
を
家
庭
、学
校
、

企
業
、
政
府
等
が
相
互
に
連
携
し
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ひ
き

こ
も
り
、
ニ
ー
ト
対
策
等
も
、
現
状
に
即

し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
経

済
の
再
生
を
図
り
、
厳
し
い
経
済
雇
用
情

勢
を
好
転
さ
せ
る
に
は
、
若
者
を
含
め
誰

で
も
何
度
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

出
来
る
社
会
、
能
力
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
が
出
来
る
社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
と
し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
政
策
課
題
に
対
応

　

現
状
の
施
策
を
分
野
ご
と
に
見
る
と
、

低
い
水
準
に
あ
る
合
計
特
殊
出
生
率
、
長

期
的
な
少
子
化
に
対
し
て
は
、
国
民
が
希

望
す
る
結
婚
や
出
産
を
実
現
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て

い
る
。
待
機
児
童
の
解
消
等
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
は
、
神
戸
市
の
高
齢
者
の

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
学
童
保
育
を

組
み
合
わ
せ
た
全
国
的
に
も
ま
だ
数
少
な

い
ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
を
紹
介
し
て
お
り
、

お
年
寄
り
と
子
ど
も
が
一
緒
に
過
ご
す
時

間
の
中
で
、
相
手
を
思
い
や
る
心
が
育
ま

れ
る
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
し
て
い
る
。

　

経
済
社
会
の
活
力
向
上
と
地
域
の
活
性

化
に
向
け
た
雇
用
対
策
の
推
進
で
は
、
若

者
・
女
性
・
高
年
齢
者
・
障
害
者
等
の
就

業
が
実
現
で
き
る
よ
う
強
化
し
て
い
る
支

援
の
紹
介
を
、
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
で
は
、
有
期
契
約
労
働
者

や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
、
派
遣
労
働
者

等
の
雇
用
の
安
定
、
処
遇
改
善
に
向
け
た

支
援
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

自
立
し
た
生
活
の
実
現
と
暮
ら
し
の
安

心
確
保
で
は
、買
い
物
弱
者
支
援
を
紹
介
。

地
域
の
個
人
商
店
の
閉
店
が
相
次
ぎ
、
食

料
品
等
日
常
の
買
い
物
が
困
難
な
状
態
に

お
か
れ
て
い
る
〝
買
い
物
弱
者
〞
に
対
し
、

練
馬
区
で
は
地
場
野
菜
を
持
ち
込
み
、
移

動
販
売
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。
生
活
に
必
要

な
野
菜
を
売
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

高
齢
者
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
き

て
お
り
、こ
れ
が
進
め
ば
孤
立
し
た
高
齢
者

を
出
さ
な
い
よ
う
に
地
域
で
見
守
っ
て
い

く
体
制
も
可
能
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

　

国
民
が
安
心
で
き
る
持
続
可
能
な
医

療
・
介
護
の
実
現
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
福

井
県
の
取
組
は
、「
わ
が
ま
ち
健
康
づ
く

り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
東
京
大
学
の

研
究
成
果
（
ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
）
に
よ

り
、
県
が
主
導
し
て
全
市
町
の
共
同
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
市
町
の
健
康
課
題

の
分
析
と
健
康
づ
く
り
対
策
の
立
案
・
評

価
を
支
援
し
て
い
る
。
高
浜
町
で
は
、
こ

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
分
析
で
生
活
習
慣
病

が
多
い
こ
と
、
心
筋
梗
塞
、
脳
血
管
疾
患

で
亡
く
な
る
人
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
、「
野
菜
の
摂
取
量
を
増
や
す
」
こ

と
を
重
点
対
策
と
し
、「
野
菜
か
ら
先
に

食
べ
る
」「
3
食
野
菜
を
食
べ
る
」
と
い

う
行
動
目
標
を
設
定
。美
浜
町
で
は
、デ
ー

タ
か
ら
男
性
の
脳
血
管
疾
患
に
よ
る
死
亡

が
多
い
こ
と
や
脳
血
管
疾
患
が
原
因
で
要

介
護
状
態
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
た
め
、
食
生
活
を
中
心
と
し
た
生
活
習

慣
の
改
善
に
取
り
組
む「
げ
ん
げ
ん
運
動
」

を
開
始
し
て
お
り
、
適
正
な
塩
分
摂
取
を

す
る
こ
と
（
減
塩
）
と
、
自
分
の
生
活
ス

タ
イ
ル
や
身
体
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を
す
る
こ
と
（
減
量
）
を

2
本
柱
と
し
、
町
内
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
血

圧
測
定
の
機
会
を
設
け
、
必
要
塩
分
量
に

つ
い
て
の
情
報
提
供
や
実
際
に
み
そ
汁
を

味
わ
っ
て
も
ら
い
適
正
な
塩
分
濃
度
を
味

覚
か
ら
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い

る
（
全
町
民
の
46
・
1
％
が
実
践
）。

5　平成25年11月 4 日 第2859 号

　◎
休
刊
の
お
知
ら
せ
◎

　11
月
11
日
付
の
町
村
週
報
は
、
休
刊

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
第
2
8
6

0
号
は
11
月
18
日
付
の
発
行
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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南
部
町
の
概
要

　

鳥
取
県
南
部
町
（
人
口
1
1
、
5
3
1

人
：
平
成
25
年
9
月
30
日
現
在
）
は
、
平

成
16
年
（
2
0
0
4
年
）
10
月
1
日
、
西

伯
町
と
会
見
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た

町
。
県
西
部
の
中
心
都
市
・
米
子
市
の
南

側
に
開
け
た
平
地
・
丘
陵
部
に
位
置
し
、

米
以
外
に
、
柿
・
梨
・
い
ち
じ
く
等
の
生

産
が
盛
ん
で
あ
る
。
後
述
す
る
東
西
町
な

ど
米
子
市
に
隣
接
す
る
地
区
は
住
宅
団
地

の
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
一
方
、
南
部

は
険
し
い
山
間
部
に
集
落
が
点
在
し
、
人

口
減
・
高
齢
化
も
進
む
典
型
的
な
中
山
間

地
域
で
あ
る
。

地
域
振
興
協
議
会
制
度
の
導
入

　

町
で
は
、
2
町
合
併
を
機
に
住
民
自
治

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
・
住
民
懇
談
会
・
先
進
地
視
察
な

ど
を
通
じ
て
3
年
間
議
論
を
重
ね
た
末
、

平
成
19
年
（
2
0
0
7
年
）、
住
民
自
治

の
仕
組
み
と
し
て
地
域
振
興
協
議
会
制
度

を
導
入
し
、「
住
民
の
自
己
決
定
に
よ
る

地
域
づ
く
り
」「
地
域
で
出
来
る
こ
と
は

地
域
で
」
を
目
標
に
、「
住
民
主
体
の
地

域
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
町
内
を
7
つ
の
地
域
振

興
区
に
分
け
、
振
興
区
ご
と
に
住
民
主
体

の
地
域
振
興
協
議
会
を
設
け
た
。
地
域
振

興
協
議
会
は
、「
南
部
町
地
域
振
興
区
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
り
条
例
上

の
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

町
か
ら
地
域
振
興
協
議
会
へ
は
、
ま
ず

財
政
的
支
援
と
し
て
、事
務
局
人
件
費（
各

振
興
協
議
会
2
名
ず
つ
）
お
よ
び
活
動
費

と
し
て
、
7
地
区
合
計
で
5
、
3
0
0
万

円
余
り
の
交
付
金
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
各
振
興
協
議
会
の
会
長
・
副
会

長
に
は
、
町
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
報

酬
が
支
払
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
人
的
支

援
と
し
て
、
町
の
企
画
政
策
課
に
地
域
振

興
専
門
員
（
課
長
経
験
者
）
を
、
さ
ら
に

振
興
協
議
会
の
事
務
支
援
を
行
う
専
従
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
非
常
勤
職
員
を
1
名
配
置

し
て
い
る
。

　

で
は
、
こ
う
し
た
制
度
の
も
と
実
際
に

ど
の
よ
う
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の

か
。
今
回
は
特
に
東
西
町
・
あ
い
み
富
有

の
里（
賀
野
）の
2
地
区
を
取
り
上
げ
、
特

徴
的
と
思
わ
れ
る
活
動
を
紹
介
し
た
い
。

東
西
町
地
域
振
興
協
議
会

に
お
け
る
取
り
組
み

　

米
子
市
と
の
境
に
位
置
す
る
東
西
町

（
東
町
・
西
町
）
地
区
。
昭
和
45
年
（
1

9
7
0
年
）
に
造
成
・
分
譲
さ
れ
た
住
宅

団
地
（
人
口
約
1
、
2
0
0
人
）
が
、
そ

の
ま
ま
東
西
町
地
域
振
興
協
議
会
の
設
置

区
域
と
な
っ
て
い
る
。
米
子
市
に
隣
接
す

る
と
い
う
地
の
利
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
の

転
入
も
見
ら
れ
る
が
、
分
譲
当
初
か
ら
の

住
民
を
中
心
に
高
齢
化
が
進
み
、
独
居
高

齢
者
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
ふ
ま
え
、
振
興
協
議

会
は
設
立
当
初
か
ら
「
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
安
心
し
て
住
め
る
町
」
を
活
動

方
針
に
掲
げ
、
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
活

動
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
学
童
保
育
な
ど

を
手
が
け
て
き
た
。

① 

平
日
昼
間
の
独
居
高
齢
者
の
見
守
り
体

制
づ
く
り

　
「
安
心
し
て
住
め
る
町
づ
く
り
」
の
一

環
と
し
て
、
平
成
20
年
度
（
2
0
0
8
年

鳥取県

Ｎ南部町

地域や住民の多様性を活かした
安全・安心の地域づくり

～鳥取県南部町における地域振興協議会の取り組みについて～
鳥取県南部町

調査室レポート 第３回
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度
）
に
は
「
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
を

作
成
。
独
居
高
齢
者
と
そ
れ
に
対
応
す
る

支
援
者
を
リ
ス
ト
化
し
、
平
常
時
の
見
守

り
体
制
、
緊
急
時
の
避
難
誘
導
体
制
を
整

え
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
体
制
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
平
成
23
年
（
2

0
1
1
年
）
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災

で
あ
る
。

　

振
興
協
議
会
の
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
で
あ

る
黒
木
さ
ん
は
、「
も
し
震
災
が
わ
が
町

に
起
こ
っ
て
い
た
ら
、
避
難
誘
導
が
迅
速

に
行
え
た
だ
ろ
う
か
」
と
考
え
て
、
ハ
タ

と
気
が
付
い
た
。

　

た
し
か
に
先
述
の
通
り
「
支
え
合
い

マ
ッ
プ
」
は
作
っ
た
。
し
か
し
、
避
難
誘

導
者
と
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は

働
き
盛
り
の
男
性
ば
か
り
。
彼
ら
は
、
平

日
の
昼
間
は
米
子
市
な
ど
に
勤
め
に
出
か

け
る
の
で
、
地
域
に
は
い
な
い
。
東
日
本

大
震
災
の
よ
う
に
災
害
が
平
日
の
昼
間
に

発
生
す
る
と
、「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」
は

絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

　

振
興
協
議
会
で
は
、
震
災
翌
日
か
ら
、

緊
急
時
の
避
難
誘
導
体
制
に
つ
い
て
再
検

討
を
始
め
た
。
そ
し
て
3
月

17
日
ま
で
に
は
、
定
年
退
職

者
や
主
婦
な
ど
、
平
日
の
昼

間
に
も
在
宅
し
て
い
る
住
民

を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、「
災

害
時
安
否
確
認
協
力
委
員
」

と
し
て
委
嘱
。
翌
4
月
26
日

に
は
、
新
し
い
体
制
に
も
と

づ
い
て
避
難
訓
練
も
実
施
し

た
。

　

こ
の
仕
組
み
は
、
同
年
9

月
の
台
風
12
号
に
よ
る
集
中

豪
雨
に
伴
う
避
難
に
際
し
て

大
い
に
効
果
を
発
揮
し
た
。

そ
の
迅
速
な
対
応
ぶ
り
は
地

元
紙
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
高
く
評
価
さ
れ
、

同
年
11
月
に
は
知
事
表
彰
を

受
け
る
に
至
っ
た
。

② 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
」の
開
設

　

東
西
町
地
域
振
興
協
議
会
で
は
、
鳥
取

県
の
推
進
す
る「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
」

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
」
と
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

が
不
安
な
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
内
の
空

き
家
を
活
用
し
て
整
備
し
た
共
同
住
宅
で

あ
る
。
地
域
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
生

活
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
利
用
料
を

低
く
抑
え
る
と
と
も
に
、
地
域
内
の
支
え

合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の
き
っ
か
け
と
し

て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

振
興
協
議
会
が
運
営
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム　

西
町
の
郷
」
は
今
年
6
月

末
に
開
所
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
、
宿
泊
や

居
住
利
用
の
希
望
者
が
お
ら
ず
、
日
中
の

利
用
の
み
で
は
あ
る
が
、
月
平
均
で
延
べ

50
名
程
度
が
利
用
し
て
い
る
。

　

利
用
者
に
生
活
支
援
を
行
う
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
員
を
募
っ
た

と
こ
ろ
、
50
〜
70
代
の
女
性
10
名
が
手
を

挙
げ
た
。
10
名
中
4
名
は
ヘ
ル
パ
ー
2
級

を
新
た
に
取
得
し
た
が
、
他
6
名
は
、
介

護
師
・
看
護
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な

ど
の
経
験
者
。
退
職
は
し
て
も
、
腕
に
覚

え
が
あ
る
人
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
は
、
勤
労
者
時
代

に
経
験
や
能
力
を
積
み
重
ね
た
人
材
が
多

数
居
住
し
て
い
る
。

あ
い
み
富
有
の
里
地
域
振

興
協
議
会（
賀
野
地
区
）に

お
け
る
取
り
組
み

　

あ
い
み
富
有
の
里
地
域
振
興
協
議
会

は
、
昭
和
合
併
前
の
旧
賀
野
村
が
対
象
区

域
（
人
口
約
1
、
2
0
0
人
）。
東
西
町

と
は
う
っ
て
変
わ
っ
て
農
村
地
帯
が
広
が

る
。
協
議
会
の
名
前
は
、
地
区
が
富
有
柿

の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
か
ら
つ
け

ら
れ
た
。

▶  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
の
一
風
景
。
利
用
者
と
児
童
ク

ラ
ブ
が
カ
ル
タ
で
交
流

▶

  

東
西
町
地
域
振
興
協
議
会
の
原
和
正
会
長

「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
方
針

を
貫
い
て
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
」
と
話
す
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①
富
有
塾

　

ま
ず
紹
介
し
た
い
活
動
は
「
富
有
塾
」

で
あ
る
。
一
見
ふ
つ
う
の
講
習
会
だ
が
、

特
徴
的
な
の
は
、
住
民
が
講
師
に
も
な
る

と
い
う
こ
と
。
開
催
内
容
の
一
覧
を
左
表

に
示
し
た
が
、
う
ち
2
回
を
除
い
て
す
べ

て
講
師
は
地
区
内
の
住
民
。地
域
住
民
が
、

各
々
の
持
っ
て
い
る
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

教
え
合
っ
た
り
、
自
分
の
仕
事
や
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
に
つ
い
て
思
い
を
語
り
合

う
場
に
な
っ
て
い
る
。「
富
有
塾
」
を
通

じ
て
、
こ
の
人
に
は
こ
ん
な
特
技
が
あ
っ

た
の
か
と
気
づ
く
こ
と
も
多
く
、
地
域
内

の
人
材
発
掘
の
機
会
と
し
て
の
期
待
も
高

ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

②
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム

　

次
に
紹
介
し
た
い
の
は
、
Ｐ
Ｃ
を
使
っ

た
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
。
地
図
上
で
、
消

防
設
備
の
配
置
、
消
防
用
水
の
位
置
、
地

す
べ
り
や
急
傾
斜
地
な
ど
土
砂
災
害
の
危

険
箇
所
、
防
災
情
報
が
一
元
的
に
管
理
で

き
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
高
齢
者

な
ど
要
支
援
者
の
住
居
と
、
各
々
の
要
支

援
者
を
担
当
す
る
避
難
誘
導
支
援
者
の
情

報
も
地
図
上
に
登
録
で
き
、
避
難
誘
導
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
使
え
る
。

　

第
1
の
特
徴
は
、
特
別
な
ソ
フ
ト
を
使

う
の
で
は
な
く
、
お
よ
そ
ど
の
Ｐ
Ｃ
に
も

イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
るExcel

で
動

く
こ
と
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
に
入

る
程
度
の
フ
ァ
イ
ル
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
停

電
時
で
も
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

を
挿
せ
ば
す
ぐ
に
シ
ス
テ
ム
を
起
動
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

第
2
の
特
徴
は
、
地
区
住
民
が
シ
ス
テ

ム
を
一
か
ら
開
発
し
た
こ
と
。
開
発
し
た

の
は
、
製
紙
会
社
に
勤
め
る
岡
田
善
治
さ

ん
。
以
前
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
趣
味

と
し
て
い
た
が
、
振
興
協
議
会
で
災
害
時

の
避
難
誘
導
や
安
否
確
認
の
た
め
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
手
書
き
で
作
成
し
て
い
る
と

い
う
話
を
聞
き
、
手
書
き
で
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
る
の
は
大
変
だ
ろ
う
と
、
今
回
紹

介
し
た
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
の
作
成
を

買
っ
て
出
た
。

　

現
在
は
、
集
落
の
代
表
者
を
対
象
に
講

習
会
を
開
い
て
使
用
方
法
の
周
知
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
近
日
、
地
域
防
災
シ

ス
テ
ム
を
用
い
た
避
難
訓
練
を
実
施
す
る

予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「富有塾」の開催内容一覧
実施済

内　容
第１回 「えぷろん」に秘められた熱い思い
第２回 綿のこだわり、人にやさしい製品づくりとフェルト体験
第３回 アイガモ農法
第４回 はた織体験
第５回 デジタルカメラ入門
第６回 ホタルにかける情熱
第７回 豆腐づくり講習
第８回 小松谷盆踊りの歴史と実技指導
第９回 アロマテラピー入門
第10回* 花回廊の地域との関わり方
第11回* 薪割りづくりと薪ストーブ
第12回 家庭で出来るペンキ塗り講習
第13回 木造ユニットハウス　J-ioriプロジェクト
第14回 理容業50年－地域を語る
第15回 JA賀野ショップの現状
以下、今後の予定
第16回 ヨーガ体験
第17回 鉛筆画の魅力について
第18回 お寺が支える地域のあり方
第19回 中国の文化に触れる（大晦日編）水餃子づくり
第20回 親父のケーキ作り入門
第21回 みんなで雪山に行こう！スキーの魅力

注）回数横の*印のついた回は、地域外から講師を招聘

▲  地域防災システムを説明する岡田善治さん
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【
調
査
室
の
視
点
】

　

南
部
町
の
地
域
振
興
協
議
会
の
取
り
組
み
か
ら
は
様
々
な
こ
と
が
学
べ
る
が
、
特
に
以
下

の
３
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

第
１
に
、防
災
の
基
本
は「
情
報
の
共
有
」だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、情
報
を
共
有
す
る
た

め
に
は
、た
だ
や
み
く
も
に
情
報
を
収
集
す
る
の
で
は
な
く
、実
用
に
照
ら
し
て
有
効
な
情
報

を
集
め
る
工
夫
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る（
参
考
：
平
日
昼
間
の
独
居
高
齢
者
対
策
）。

　

第
２
に
、
地
域
内
の
人
材
に
目
を
向
け
る
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。「
地
域
資
源
」
は
、

決
し
て
自
然
や
モ
ノ
だ
け
で
は
な
い
。
日
頃
気
づ
い
て
い
な
い
だ
け
で
、
住
民
ひ
と
り
ひ
と

り
に
目
を
配
れ
ば
、
実
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
・
技
術
・
能
力
・
趣
味
を
も
つ
個
性
あ
ふ
れ
る

人
材
が
地
域
に
は
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
と
は
、
決
し
て
住
民
が
各
々
の
個

性
を
押
し
殺
し
て
行
動
を
一
つ
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
々
の
個
性
を
互
い
に
認
め
合
え

る
場
づ
く
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
身
の
力
を
地
域
の

た
め
に
活
か
せ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
「
地
域
経
営
」
で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
に
求
め

ら
れ
る
役
割
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

第
３
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
に
は
、
地
域
ご
と
の
差
異
を
許
容
す
る
行
政
の
包
容
力
が

不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
の
調
査
に
際
し
て
地
域
振
興
協
議
会
の

会
長
が
集
ま
る
場
に
同
席
さ
せ
て
も
ら
っ
た

が
、
会
長
ど
う
し
が
地
域
運
営
の
方
針
設
定
や

手
法
の
選
択
に
つ
い
て
侃
々
諤
々
と
議
論
を
ぶ

つ
け
あ
う
様
子
が
印
象
的
だ
っ
た
。
町
内
７
地

区
は
そ
れ
ぞ
れ
取
り
巻
く
環
境
が
違
う
た
め
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
活
動
方
針
や
手
法
も
相
当
程

度
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
会
長
ど
う
し
の
議
論
以
上
に
印
象

的
だ
っ
た
の
が
、「
そ
れ
で
い
い
ん
だ
」
と
議
論

を
暖
か
く
見
守
る
町
長
な
ら
び
に
役
場
職
員
の

姿
だ
っ
た
。
首
長
と
し
て
、
行
政
と
し
て
、
自

治
体
内
の
地
域
ご
と
の
違
い
を
認
め
る
の
は
か

な
り
勇
気
の
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
あ
え

て
割
り
切
り
、
地
区
ご
と
の
違
い
を
許
容
す
る

懐
の
深
さ
が
、
南
部
町
の
地
域
振
興
協
議
会
の

成
功
を
生
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
十
人
十
色
」、
そ
し
て
「
七
地
区
虹
色
」。
そ

れ
ぞ
れ
の
色
が
彩
り
を
放
つ
地
域
づ
く
り
が
、

南
部
町
で
は
実
践
さ
れ
て
い
る
。

全
国
町
村
会 

総
務
部 

調
査
室
長　

坂
本　

誠

　全国町村会では、全国の町村との連携を密にし、町村長と町村職員のみなさんの情報収集の利便
性を向上させるため、町村専用ページ「町村.com」を開設しています。
　「町村 .com」では、全国町村会の活動状況や中央省庁などの政策情報を随時ご提供しているほか、
全国の町村の先進的な取り組み事例をはじめ、各種統計資料など様々なデータも公表しています。
　私どもは、「町村 .com」が町村関係者にとって真に役立つホームページとなることを目指し、こ

れからも充実をはかっていきたいと考えてい
ますので、ご覧になったご感想・ご意見を、下
記のメールアドレスにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をご覧になっていますか

 http://www.zck.or.jp/choson/

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただ
ける専用ページです。
  ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。

・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平
成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会
広報部までメール（kouhou@zck.or.jp）でお願いいたし
ます。

▶  

資
材
・
重
機
借
り
上
げ
に
か
か
る

費
用
を
町
が
負
担
し
、
住
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
道
路
を
整
備
す
る

「
ジ
ゲ
（
地
元
）
の
道
づ
く
り
」

事
業
（
あ
い
み
手
間
山
地
域
振
興

協
議
会
）
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○　法律の主な内容（詳しくは http://www.cao.go.jp/tenkataisaku を御参照下さい）
・ 消費税の転嫁拒否等の行為の禁止（いったん取り決めた対価の減額や買いたたき、商品購入・役務利用・利益
提供の要請、本体価格での交渉拒否、報復行為が禁止されます。）

・ 消費税分を値引きする等の宣伝や広告の禁止（「消費税還元セール」、「消費税率上昇分値引きします」等の広告
が禁止されます。）

・ 総額表示義務の特例（税込価格と誤認されない表示であれば、「○○○円（税抜き）」、「○○○円+税」等、税込
価格を表示しない表示方法が認められます。）

・転嫁カルテル・表示カルテルの独占禁止法の適用除外（公正取引委員会への事前届出制）
　※ 消費税の転嫁拒否等の行為や消費税分を値引きする等の宣伝や広告に対し、政府一丸となって監視・取締り
を行っていきます。

○　 センターでは、転嫁、広告・宣伝、価格表示、便乗値上げ等に関する御相談を受け付け
ています。

・ センターでは、このような相談に関して法令等の考え方を回答するほか、転嫁拒否など消費税転嫁対策特別措
置法に違反する疑いのある行為については、相談者の御意向により、センターから担当省庁へ通知します。

○　御相談は専用ダイヤル又はメール（HP上の専用フォーム）を御利用ください。

消費税率の引上げに際し、消費税の円滑かつ適正な
転嫁を確保するため、転嫁対策に取り組んでいます。

 専用ダイヤル　０５７０ー２００－１２３
【受付時間】平日9：00～17：00（平成26年３月･４月は土曜日も受付）
※お住まいの地域に応じて、以下の通話料金がかかります。
　●固定電話：8.5円～ 80円/３分間、携帯電話：90円/３分間、公衆電話：30円～ 220円/３分間

 HP上の専用フォーム　http://www.tenkasoudan.go.jp
  （24時間受付）

消費税転嫁対策特別措置法が平成25年10月１日から施行されて
います。

政府共通の相談窓口として、消費税価格転嫁等総合相談センター
を設置しています。

（内閣官房、内閣府、公正取引委員会、消費者庁、財務省）
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随 想

随随

想想

私
は
朝
五
時
に
起
き
、
愛
犬
〝
和わ

太た

〞

と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
な
が
ら
、
雄
大
な
蔵
王

連
峰
を
眺
め
、田
の
畦
道
で
ひ
と
息
つ
く
。

張
り
つ
め
た
空
気
の
中
で
、
太
陽
に
向
か

い
「
今
日
も
町
民
を
お
見
守
り
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
す
る
。

私
に
と
っ
て
、
蔵
王
の
景
色
や
自
然
環

境
は
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
こ
の
地
に
生

ま
れ
住
ん
で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
環
境
を
誇
り
に
、

将
来
へ
大
切
に
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
思
う
。

高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
二
年
間
、
東

京
の
専
門
学
校
で
観
光
を
学
ん
だ
。

そ
の
後
、
宮
城
県
内
の
観
光
開
発
に
携

わ
る
会
社
に
就
職
し
、
出
身
地
の
蔵
王
町

に
ス
キ
ー
場
開
発
の
話
が
あ
っ
た
時
、
宮

城
蔵
王
観
光
㈱
に
出
向
し
た
。
社
員
研
修

は
朝
か
ら
深
夜
ま
で
厳
し
く
、
サ
ー
ビ
ス

業
の
イ
ロ
ハ
と
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
学

ん
だ
。
研
修
の
道
場
長
か
ら
、「
こ
の
世

に
偉
大
な
る
師
あ
り
。
そ
の
名
を
母
と
い

う
」、「
真
夏
の
雑
草
の
如
く
強
く
た
く
ま

し
く
」
と
い
う
言
葉
が
贈
ら
れ
、
今
で
も

私
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。

携
わ
っ
た
「
み
や
ぎ
蔵
王
え
ぼ
し
ス

キ
ー
場
」
が
一
九
七
九
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
当
時
私
は
営
業
課
長
と
し
て
、
東
京

で
の
セ
ー
ル
ス
が
中
心
だ
っ
た
。
宮
城
蔵

王
の
知
名
度
は
低
く
、
旅
行
会
社
を
何
度

訪
問
し
て
も
門
前
払
い
同
然
だ
っ
た
。
仕

事
を
投
げ
出
し
て
し
ま
お
う
か
と
何
度
か

思
っ
た
時
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ス
キ
ー
場
に
大
勢
の
お
客
様

を
呼
ぶ
こ
と
が
地
元
発
展
に
つ
な
が
る
。

会
社
や
地
元
の
役
に
立
ち
た
い
一
心
で
励

ん
だ
こ
と
を
今
は
懐
か
し
く
思
う
。

蔵
王
町
は
宮
城
県
南
部
、
蔵
王
連
峰
の

東
麓
に
位
置
し
、
蔵
王
国
定
公
園
の
国
有

地
が
町
の
三
分
の
一
を
占
め
る
。
基
幹
産

業
は
農
業
と
観
光
。
果
樹
、
野
菜
、
養
鶏
、

酪
農
等
が
盛
ん
で
、
多
彩
な
生
産
物
は
食

材
の
宝
庫
と
自
負
し
て
い
る
。

開
湯
四
百
余
年
の
遠
刈
田
温
泉
な
ど
豊

富
な
観
光
資
源
が
あ
り
、
山
岳
観
光
道
路

「
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」
が
開
通
後
五
十

年
を
迎
え
、
年
間
百
六
十
万
人
の
観
光
客

に
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

専
門
的
に
学
ん
だ
観
光
、
社
会
人
と
し

て
観
光
会
社
で
働
い
た
こ
と
で
、
本
町
の

観
光
や
交
流
人
口
な
ど
に
対
す
る
思
い
入

れ
は
人
一
倍
強
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
自
然

環
境
や
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
た
町
を
も
っ

と
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
発
展
さ
せ
た

い
と
強
く
願
う
。営
業
経
験
を
持
つ
私
は
、

そ
ん
な
思
い
を
胸
に
秘
め
な
が
ら
、
い
ま

町
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。

本
町
は
、
四
年
前
に
環
境
保
全
宣
言
の

町
を
掲
げ
、
良
好
な
環
境
の
保
全
と
創
造

に
向
け
た
環
境
行
政
を
進
め
る
た
め
、
昨

年
十
月
に
環
境
基
本
条
例
を
施
行
し
た
。

今
後
、
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
を
図
り
、
積

極
的
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
は
、
蔵
王
の
シ
ン
ボ
ル
「
御お

釜か
ま

」
を
始
め
と
し
た
地
質
学
的
遺
産
「
蔵

王
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
」
を
掲
げ
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を

始
め
た
。
蔵
王
連
峰
を
中
心
に
山
形
・
宮

城
両
県
の
自
治
体
が
連
携
し
、
推
進
し
て

い
き
た
い
。
地
形
や
地
質
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
教
育
、
環
境
保
護
、
地
域
づ
く
り
、

産
業
振
興
、
防
災
な
ど
総
合
的
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
、
地
域
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

未
曾
有
の
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
、
温
泉
を
抱
え
る
本
町
も
住
宅
や

道
路
、
上
下
水
道
等
の
被
害
が
あ
っ
た
。

地
震
発
生
か
ら
少
し
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
た
頃
に
、
沿
岸
部
自
治
体
か
ら
「
温

泉
入
浴
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
問
い

合
わ
せ
が
殺
到
。
す
ぐ
に
温
泉
入
浴
を
開

始
し
、大
勢
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た
。

温
泉
の
あ
る
町
だ
か
ら
、「
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
」
と
、
避
難
所
か
ら
バ
ス

で
送
迎
し
、
温
泉
入
浴
や
食
事
な
ど
を
楽

し
ん
で
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
、
旅
館
ホ
テ
ル
等
宿
泊
施
設
で

の
二
次
避
難
者
受
入
や
一
・
五
次
避
難
者

支
援
事
業
に
も
取
り
組
み
、
避
難
者
が
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る
よ
う
に
交

流
に
努
め
た
。

私
の
願
い
は
震
災
か
ら
の
一
日
も
早
い

復
興
に
あ
る
。
こ
う
し
た
事
業
も
自
然
環

境
を
大
切
に
し
、
温
泉
な
ど
の
観
光
資
源

を
持
つ
地
域
だ
か
ら
こ
そ
叶
う
も
の
だ
ろ

う
と
思
う
。

本
町
の
自
然
環
境
の
良
さ
か
ら
、
町
内

に
は
別
荘
地
も
数
多
く
、
全
国
か
ら
沢
山

の
人
が
訪
れ
て
い
る
。
温
泉
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
誘
致
開
催
を
し
な
が

ら
、
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

近
頃
〝
ふ
る
さ
と
〞
の
歌
を
聴
く
機
会

が
続
く
。「
兎
追
い
し　

か
の
山　

小
鮒

釣
り
し　

か
の
川
」、
じ
ん
と
胸
が
熱
く

な
る
。

こ
れ
か
ら
も
蔵
王
の
自
然
や
景
観
を
大

切
に
し
て
、
自
然
と
調
和
し
た
、
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
未
来
に
伝
え
た
い
。

村む
ら

上か
み

　
英ひ

で

人と

ふ
る
さ
と

宮
城
県
蔵ざ

王お
う

町
長




